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令和 ２年１０月 ７日

令和２年度（第５９回）農林水産祭天皇杯等三賞（天皇杯）の決定について

令和２年度（第５９回）農林水産祭天皇杯等三賞の受賞者については、昨日開催された

農林水産祭中央審査委員会第２回総会において各賞が決定され、本県からは、林産部門で

下記のとおり受賞することが決定しました。

記

１ 受賞内容 天皇杯

２ 受章者名

有限会社上原樹苗 代表 上原和直（南相馬市）

３ 部 門 出品材

部門：林産部門 出品財：技術・ほ場（苗ほ）

４ 選賞資格を得た農林水産祭参加表彰行事

令和元年度全国山林苗畑品評会 農林水産大臣賞

○農林水産祭

国民の農林水産業と食に対する認識を深めるとともに、農林水産業者の技術改善及び

経営発展の意欲を高めるため、農林水産省と公益財団法人日本農林漁業振興会の共催に

より昭和３７年から実施されています。

○農林水産祭三賞

天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞

※ ７部門毎に上記 三賞がそれぞれ授与されます。

○受賞理由

「東日本大震災の被災地から全国へ、多様な苗木を届ける生産者」

有限会社上原樹苗は、東日本大震災で、社屋、苗畑及び各種機械の多くを津波で失う

被害を受けながらも事業を継続し、コンテナ苗生産や作業の機械化等による効率化を進

め、被災前の年間生産量（１５０万本）に対し、現在は２００万本を超える生産量とな

るほか、針葉樹・広葉樹を合わせ常時１００種類以上の樹種を生産する体制を築いた。

また、女性の働きやすい環境整備に努め、多数採用するなど女性の活躍を支援している

（別紙 受賞理由概要参照）。
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